
「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き
コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1年 4月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円
ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4月 2 5日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

賃
金
討
論
集
会
で
、
労
働
運
動
総

合
研
究
所
の
藤
田
宏
氏
を
講
師
に
招

き
「
２
０
１
２
年
春
闘
の
課
題
を
考

え
る
・
た
た
か
う
Ｊ
Ｒ
労
働
者
へ
の

期
待
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

藤
田
講
師
は
、
日
本
経
済
の
深
刻

な
経
済
状
況
を
述
べ
、
格
差
や
貧
困

が
あ
る
一
方
で
巨
額
の
企
業
内
留
保

金
を
持
つ
大
企
業
が
あ
り
、
企
業
内

留
保
の
活
用
な
ど
に
よ
る
雇
用
や
賃

金
、
景
気
の
回
復
が
可
能
で
あ
る
と

説
明
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
も
企
業
内

留
保
金
の
一
部
分
で
賃
上
げ
が
可
能

で
あ
り
、
労
働
組
合
が
担
う
課
題
と

し
て
国
労
へ
の
期
待
を
寄
せ
た
。

東
海
本
部
の
提
起
は
、
組
合
員
を

中
心
に
全
機
関
の
運
動
と
し
て
推
し

進
め
、
賃
金
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
労

働
条
件
や
職
場
改
善
な
ど
に
連
動
し

た
闘
い
と
す
る
。
こ
の
運
動
を
通
し

て
職
場
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る

と
同
時
に
組
織
拡
大
に
つ
な
ぐ
。
ま

た
、
地
域
と
の
共
闘
な
ど
労
働
者
の

連
帯
し
た
闘
い
の
一
環
と
し
、
格
差

や
貧
困
、
増
税
や
原
発
問
題
等
の
国

民
的
な
課
題
を
包
含
す
る
運
動
と
す

る
、
と
の
内
容
。

木
股
昭
一
・
名
古
屋

名
古
屋
で

は
、
一
致
・
要
求
で
き
る
団
結
を
大

切
に
春
闘
を
進
め
る
。
三
大
要
求
で

も
共
同
で
き
る
関
係
を
他
労
組
の
組

合
員
と
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し

て
現
場
長
と
の
話
し
合
い
に
臨
む
。

こ
の
活
動
の
基
本
は
組
織
拡
大
を
進

め
る
か
ま
え
。
新
採
対
策
で
は
、
研

修
セ
ン
タ
ー
内
で
加
入
を
さ
せ
な
い
、

又
は
各
組
合
に
平
等
な
扱
い
を
求
め

る
べ
き
。
無
人
駅
化
の
問
題
で
は
、

地
域
や
自
治
体
と
の
関
係
を
も
う
一

つ
上
の
段
ま
で
引
き
上
げ
る
。

森
山
康
弘
・
新
幹
線
大
阪

専
任

社
員
問
題
で
、
年
金
支
給
年
齢
の
変

化
で
専
任
社
員
の
所
得
で
問
題
が
生

じ
る
の
か
。
65
歳
定
年
制
に
伴
い
専

任
社
員
の
賃
金
カ
ー
ブ
は
ど
う
な
る
。

専
任
社
員
の
労
働
条
件
は
改
善
不
可

能
な
も
の
か
。
こ
の
種
の
勉
強
会
を
。

植
田
誠
・
静
岡

静
岡
で
は
、
春

闘
を
組
織
に
依
存
し
た
り
他
人
任
せ

に
す
る
こ
と
な
く
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
要
求
を
春
闘
時
期
だ
け

で
な
く
通
年
の
も
の
と
し
て
い
る
。

三
大
要
求
は
、
獲
得
し
易
い
事
項
を

優
先
。
春
闘
で
は
、
現
行
制
度
の
充

実
も
含
め
、
内
容
を
検
討
。
震
災
で

の
要
求
も
新
た
に
追
加
し
、
震
災
時

の
通
勤
や
安
否
確
認
な
ど
。
仕
事
は

き
ち
ん
と
行
い
、
毅
然
と
し
て
言
う

こ
と
は
言
う
、
と
い
う
姿
勢
が
我
々

に
問
わ
れ
て
い
る
。

佐
藤
裕
樹
・
新
幹
線

賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
や
労
働
協
約
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
約
の
遅
れ
が
目
立
つ
。
内
容
で
は
、

要
望
や
個
人
の
気
持
ち
が
多
く
、
他

系
統
の
人
で
も
判
る
よ
う
な
説
得
力

と
広
が
り
が
持
て
る
こ
と
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
は
調
査
活
動
が
大
切
。

今
後
、
分
会
の
要
求
を
集
約
し
、
機

関
全
体
の
も
の
と
し
て
ゆ
く
。
同
時

に
学
習
会
も
行
な
う
。

こ
の
日
、
東
海
貨
物
協
議
会
も
別

会
場
で
、
貨
物
協
役
員
と
分
会
代
表

に
よ
り
12
春
闘
の
意
思
統
一
を
行
っ

た
。東

海
本
部
は
、
２
月
４
日
開
催
の

拡
大
委
員
会
で
12
春
闘
方
針
を
決
定

し
本
格
的
に
始
動
す
る
。

２０１２年１月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１１（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp
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海
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５
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５
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４
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木
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国
労
本
部
は
１
月
28
日
に
第
１
８
１
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
12
春

闘
で
の
ベ
ア
５
０
０
０
円
の
統
一
要
求
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
を
決
定
し
た
。

東
海
本
部
は
、
昨
年
12
月
６
日
に
賃
金
討
論
集
会
を
開
催
し
て
12
春
闘

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
中
央
委
員
会
の
決
定
を
受
け
た

こ
と
で
、
２
月
４
日
開
催
の
第
31
回
拡
大
委
員
会
で
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
職
場
か
ら
の
闘
い

で
12
春
闘
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

職場・地域で団結と連帯の力で

討論で発言する参加者

貨
物
協
議
会
も
春
闘
へ

社
会
を
変
え
る
力
を

労
働
組
合
が
！

賃
金
討
論
集
会
で
提
起

会
場
か
ら
の
発
言



２０１２年１月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１１（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

東
海
本
部
は
旗
開
き
を
１
月
18
日
、

都
内
で
開
催
し
た
。

新
年
の
挨
拶
に
立
っ
た
渡
邉
良
成

委
員
長
は
、
「
昨
年
、
自
分
が
20
歳

頃
に
見
た
『
砂
の
器
』
と
い
う
映
画

で
少
年
が
海
辺
で
造
っ
た
砂
の
器
を

波
が
さ
ら
っ
て
い
く
と
い
う
１
シ
ー

ン
を
何
度
か
思
い
浮
か
べ
た
。
大
震

災
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
時
と
原

発
の
安
全
神
話
が
崩
れ
た
時
、
大
阪

市
長
選
挙
で
、
橋
元
氏
に
熱
狂
す
る

民
意
に
民
主
主
義
の
裏
側
に
潜
む
危

う
さ
を
感
じ
た
時
。
私
た
ち
の
社
会

が
い
か
に
も
ろ
い
基
盤
の
上
に
あ
る

か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
本
来
、

『
震
災
を
教
訓
に
し
た
社
会
を
』
と

な
る
は
ず
が
、
原
発
問
題
も
含
め
て

日
本
の
世
論
は
、
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。
世
論
形
成
を
担
う
べ
き
労
働
組

合
の
社
会
に
向
け
た
発
信
力
が
試
さ

れ
て
い
る
。
不
採
用
問
題
の
終
結
を

受
け
て
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
く
な
っ

た
国
労
に
、
そ
の
期
待
を
寄
せ
る
人

は
少
な
く
な
い
。
今
、
国
労
の
最
重

要
課
題
は
組
織
拡
大
で
あ
り
、
こ
の

24
年
間
の
闘
い
の
成
果
を
通
じ
て
、

な
ん
と
し
て
も
組
織
拡
大
の
実
現
を
。

そ
の
為
に
も
、
職
場
を
基
礎
と
し
た

運
動
を
こ
の
１
年
間
、
い
か
に
発
展

さ
せ
る
か
が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
交
運
共
済
東
海
事
業
本
部
・

今
村
謙
一
本
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

国
労
本
部
･
田
中
副
委
員
長
か
ら
は
、

組
織
拡
大
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
、

不
況
の
し
わ
寄
せ
が
労
働
者
に
押
し

付
け
ら
れ
て
い
る
中
で
の
12
春
闘
を

国
労
は
統
一
要
求
で
闘
う
、
原
発
等

の
国
民
的
課
題
と
運
動
を
春
闘
と
連

動
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
12
年
の
国
労

の
目
標
が
述
べ
ら
れ
た
。

新
幹
線
地
本
は
、
１
月
７
日
、
東

京
・
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生
で

開
催
し
、
来
賓
、
地
区
本
部
や
分
会

代
表
等
で
45
名
が
参
加
し
た
。

徳
竹
地
本
執
行
委
員
長
は
挨
拶
で
、

「
労
働
条
件
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、

安
全
・
安
定
輸
送
は
避
け
ら
れ
な
い

課
題
。
ま
た
、
組
織
強
化
拡
大
に
む

け
前
進
す
る
年
に
し
よ
う
」
と
述
べ

た
。
来
賓
の
交
運
共
済
、
労
金
・
大

手
町
支
店
、
社
民
党
・
東
京
都
連
、

日
本
共
産
党
・
地
区
、
東
京
共
同
・

海
渡
弁
護
士
、
東
京
南
部
・
安
原
弁

護
士
か
ら
連
帯
挨
拶
を
受
け
、
東
海

本
部
・
山
崎
業
務
部
長
、
退
職
者
の

会
、
専
任
出
向
連
の
挨
拶
が
続
い
た
。

そ
し
て
、
地
区
本
部
と
各
分
会
か

ら
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

静
岡
地
本
は
、
1
月
14
日
、
静
岡

労
政
会
館
で
開
し
、
各
級
機
関
や
支

援
団
体
等
で
約
70
名
が
参
加
し
た
。

杉
本
委
員
長
は
挨
拶
で
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
・
原
発
ゼ
ロ
の

運
動
、
派
遣
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
を
許

さ
な
い
雇
用
ル
ー
ル
の
確
立
、
消
費

税
増
税
や
社
会
保
障
の
大
改
悪
反
対
、

職
場
の
労
働
条
件
改
善
、
組
織
拡
大

な
ど
の
運
動
を
国
民
と
と
も
に
大
き

く
展
開
し
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
教

訓
に
学
び
英
知
を
結
集
し
、
12
年
が

発
展
の
年
と
な
る
よ
う
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

と
今
年
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

来
賓
の
東
海
本
部
渡
邉
委
員
長
が

挨
拶
し
、
来
賓
や
支
援
団
体
等
の
挨

拶
で
は
静
岡
地
本
に
対
す
る
期
待
・

要
望
、
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

恒
例
の
シ
グ
ナ
ル
に
よ
る
合
唱
が

あ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
都
合
に
よ
り
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
野
田
陽
子
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
、

小
川
前
青
年
部
長
、
原
田
青
年
部
長

の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
閉
会
し

た
。

名
古
屋
地
本
は
、
14
日
午
後
か
ら
、

支
部
・
分
会
代
表
者
会
議
で
、
12
春

闘
に
む
け
た
当
面
の
行
動
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
行

い
、
引
き
続
い
て
地
本
旗
開
き
を
開

催
し
た
。

来
賓
の
共
産
党
、
社
民
党
を
は
じ

め
愛
労
連
榑
松
議
長
な
ど
が
挨
拶
し
、

震
災
・
原
発
事
故
に
ふ
れ
、
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
終
結
後
の
国
労
の
運
動

へ
の
期
待
が
語
ら
れ
た
。

組
合
員
も
多
数
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
を
語
り
あ
う
場
と
な
っ
た
。

村
上
鉄
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は
、
こ

れ
ま
で
の
闘
い
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
、
自
ら
の
高
教
組
時
代
の
職
場
の

活
動
の
困
難
に
ふ
れ
な
が
ら
思
い
が

語
ら
れ
、
多
く
の
方
か
ら
の
国
労
へ

の
期
待
、
激
励
と
連
帯
の
気
持
ち
が

伝
わ
る
旗
開
き
で
あ
っ
た
。

旗
開
き
で
新
年
を
ス
タ
ー
ト

東
海
本
部
、
新
幹
線
地
本
、
静
岡
地
本
、
名
古
屋
地
本
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
旗
開
き
を
開
催
し
新
年
の
活
動
を
開
始
し
た
。

東

海

本

部

新
幹
線
地
本

静
岡
地
本

恒例のシグナルの演奏で歌唱指導

新幹線地本の団結ガンバロー

名古屋地本の旗のもとで語らう参加者

名
古
屋
地
本


